
■僕の 3.11■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 201号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mailと Facebookで松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

名刺交換した方や、突然思い出した方にもお届けしますので、ご迷惑であればお知らせください。 

できれば勤務先でなく、個人のアドレスにお届けしたいので、ご連絡ください。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. ブログから：僕の 3.11 

 

8年目の 3.11を迎えるにあたり、あの時の自分の映像を振り返った。 

https://youtu.be/obARfT5XHJ8 

あの日は、せたがやかやっくという起業支援事業の活動日に当たる金曜で、三軒茶屋の世田谷区分庁舎の中にい

た。 

週初めの日曜日に初めて開催した「せたがやソーシャルビジネスコンテスト」の結果を振り返り、冊子にまとめ

る作業をやっていた。 

激しい揺れが続く中、しばらく庁舎内は騒然となったが、やがて揺れが収まると誰もが平常業務に戻った。 

僕は神戸の地震を思い出し、三軒茶屋を通る一本足の首都高 3号線が倒れたのではないかと思って即座に確認に

出かけたが、すでに国道 246号線は平常な状態に戻り、高速道路も無事に立っていた。 

しかしその後、刻々と入ってくる東北地方の惨状や、迫りくる津波の映像に誰もが驚愕した。 

僕は、M君に原付バイクを借り、まちの様子を見ながら帰宅することにした。 

・ 

夕方、すでに大渋滞は始まっていた。 

多摩川を越え郊外に行くにつれ、まちは停電エリアが多くなり、信号機が止まって混乱する交差点が増えていく。 

横浜郊外の自宅に着くころには、すでに町は真っ暗で、外出先の母と連絡が取れないカミさんはヒステリックに

なっていた。 

さらに追い打ちをかけるように飛び込んできたニュースが、原発の危機的状況だった。 

翌 12日には、1号機の建屋が水素爆発で吹っ飛んで、大量の放射能が放出された。 

この時、「日本の破たん」を感じたのは僕だけではなかったと思う。 

もしもこれが外国の出来事だったら、誰もが破たんを確信すらしただろう。 

だがそうならなかったのは、ここが自分の国だから。 



自分の破たんを実感できる人は、余りいないと僕は思う。 

・ 

だが僕は、「日本の破たん」を「感じる」を越えて「確信」した。 

それは僕自身、倒産という破たん経験があるからだ。 

会社を潰さないように経営することが経営者の務めだという考え方が、会社の破たんを考えない言い訳に過ぎな

いことを僕は知っていた。 

だから、破たんという終わりは、むしろ「次」の始まりであることを経験した僕にとって、「日本の破たん」を嘆

いている暇はない。 

・ 

そして、自然災害という破たんの理由は、外から見ればわかりやすい「良い理由」だと僕には思えた。 

1999年に僕の会社は倒産したが、メインバンク（東京相和銀行）の経営破たんはそのきっかけに過ぎず、根本原

因は銀行依存の経営体質だった。 

でも、この破たんを説明し協力や救済を仰ぐには、メインバンクの破たんというきっかけが大いに助けとなり、

今となってはその銀行に感謝の気持ちさえ持っている。 

自然災害は確かに残酷だが、自然を憎むのは生みの親を憎むのに似ている気がする。 

自然には恐れと感謝あるのみだ。 

災害の「戒めの面」に着目することこそが、再生への道ではないだろうか。 

・ 

震災後の土日を、日本中の誰もが津波と原発に心を揺さぶられながら過ごしたと思う。 

その結果僕は、翌 14日の月曜日にカミさんといっしょに家を飛び出し、三軒茶屋の不動産屋を訪ねた。 

そして、その日のうちに駒沢大学駅近くで、店舗利用可能な 1階の空き物件を見つけ、仮契約を済ませた。 

これが、起業する家「アントレハウス駒沢」の始まりだ。 

日本を再生するのは、起業家の力に違いないと確信した僕は、起業家を養成する事業に命をかけようと決意した。 

結局予算がつかなかった「せたがやソーシャルビジネスコンテスト」も、失敗と諦めず手弁当で継続することで、

多くの起業家と知り合うことができた。 

その後巡り合った「笑恵館」というプロジェクトも、ここで出会った起業家仲間たちの協力が無ければ実現しな

かったと思う。 

・ 

命がけとは、死ぬその日までやり続けたいと思うこと。 

僕にとっての 3.11とは、そんな覚悟を決める衝撃だったのだと今思う。 

だから、失敗や破たんを終わりでなく始まりに変換する作業だと、僕は確信している。 

 

http://nanoni.co.jp/20190311-2/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. 今週のトピックス：今週 暇です 

 

トピックスなどとはおこがましいんですが、今週「暇」です。 

火曜日 夕方まで 

水曜日 終日 

金曜日 午後から 



土曜日 終日(笑恵館にて) 

な、今のところアポが無いフリーの状態ですので、あなたのお誘いをお待ちしてます。 

よろしく！ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今後の予定：今週・来週以降 

 

凡例 ○面談歓迎：来て下さればあなたの面談を優先。 

   ◎呼出歓迎：あなたのお誘いを優先、訪問可能。 

   ●同行可能：僕の訪問先にお連れします。 

   ★参加可能：あなたも参加可能なイベント。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（月）03/11 ○09-18時 面談可（笑恵館） 

（火）03/12 ◎09-17時 面談可（青葉台） 

（水）03/13 ◎終日 面談可（青葉台） 

（木）03/14 恵比寿方面 作業日 

 16-17時 ★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

 17-19時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

（金）03/15 ◎11-18時 面談可（青葉台） 

（土）03/16 ○09-18時 面談可（笑恵館） 

13-17時 ★各種・笑恵館セミナー 

（日）03/17 ◎終日 面談可（青葉台） 

 

■その後のイベント 

03/18 ●おとなり訪問 https://www.facebook.com/otonari.stand.and.works/ 

03/19 ★アトリエピッコロ https://www.info-atelierpiccolo.com/ 

03/23 ★各種・笑恵館セミナー 

03/24 ★名栗の森オーナーシップクラブ例会（飯能） 

03/28 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

03/30 ★各種・笑恵館セミナー 

04/11 ★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

04/11 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

04/12 ★カプラー起業交流会（三茶） 

04/18 ★なるほどデイ・持ち寄り食事会（笑恵館） 

 

相談のある人、一杯やりたい人、上記以外でも歓迎です。 

松村の予定はこちらで随時公開しています。http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

4. アクセスポイント：問い合わせ先 

 



松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 

自 宅 株式会社 なのに(平社員) 

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 

笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

http://shokeikan.com/ 

メール配信をご希望の方はこちら 

http://land-resource.us10.list-manage.com/subscribe… 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 


